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《計画の内容》  

１ 基本方針  

２ 水道事業の概要  

３ 原水及び水道水の水質状況  

４ 検査地点  

５ 水質検査項目及び検査頻度  

６ 水質検査の方法  

７ 臨時の水質検査  

８ 水質検査の公表  

９ 水質検査の精度と信頼性確保  

１０ 関係者との連携  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

水質検査は水道水の安全性を確認するために不可欠であり、水源から給

水栓までの水質管理を行うため重要なものです。  

そして、この水質検査の適正化を確保するため、検査の内容等を定めた

ものが水質検査計画です。 

横手市上下水道部水道課では、「令和７年度横手市水質検査計画」を策

定し、現在各地域で供給している水道水について、安全で良質な水道水で

あることをご理解いただけるよう公表します。  



１ 基本方針 

水道水が水道法第４条に規定する水質基準に適合し安全であることを確認するために、以

下の方針で水質検査を行います。 

(1) 検査地点 

水道法の水質基準が適用される給水栓（蛇口）に加えて、浄水場の入口（原水）で検査

を行います。 

(2) 検査項目 

水道法で義務づけられた水質基準項目、水質管理上留意すべきとされる水質管理目標設

定項目及び本市が独自に行う項目とします。 

(3) 検査頻度 

水道法で定められた頻度を基本として、過去の検査結果や原水及び水源周辺の状況等を

勘案し、検査項目に応じて頻度を設定します。 

 

２ 水道事業の概要  

   横手市には浄水施設が２２箇所あり、給水人口は全域で６８,１１４人（令和６年３月末

時点）、水源の種類についてはダム水、河川の表流水・伏流水、地下水、湧水であり、原水

の水質に応じた浄水処理をして水道水を供給しています。 

   

 

１．給水状況 令和6.3.31時点

行 政 区 域 内 人 口 81,616 人 83,448 人 △ 1,832 人 97.80 ％

計画給 水区 域内 人口 81,527 人 83,357 人 △ 1,830 人 97.80 ％

給 水 人 口 68,114 人 69,563 人 △ 1,449 人 97.92 ％

給 水 件 数 30,345 件 30,495 件 △ 150 件 99.51 ％

年 間 配 水 量 9,451,570 ㎥ 9,874,564 ㎥ △ 422,994 ㎥ 95.72 ％

一 日 平 均 配 水 量 25,824 ㎥ 27,054 ㎥ △ 1,230 ㎥ 95.45 ％

年 間 有 収 水 量 7,176,874 ㎥ 7,225,202 ㎥ △ 48,328 ㎥ 99.33 ％

一 日 平 均 有 収 水 量 19,609 ㎥ 19,795 ㎥ △ 186 ㎥ 99.06 ％

年 間 有 収 率 75.93 ％ 73.17 ％ 2.76 ％ 103.77 ％

行 政 区 域 内 普 及 率 83.46 ％ 83.36 ％ 0.10 ％ 100.12 ％

計画給水区域内普及率 83.55 ％ 83.45 ％ 0.10 ％ 100.12 ％

比　　較

事項
増減

（R５-R４）
比率

（R５/R４）

令和５年度 令和４年度

 

 

 



２．施設概要 令和6.3.31現在

地　区　名 浄水場の名称 水　源 浄水処理方式

大 沢 浄 水 場 急速ろ過 8,362 m3/日 7,124 m3

大沢第二浄水場 膜ろ過 8,099 m3/日 6,976 m3

中 央 浄 水 場 地下水 塩素消毒 1,391 m3/日 1,109 m3 4,361 人

湯 野 沢 浄 水 場 湧水 緩速ろ過 24 m3/日 21 m3 113 人

醍 醐 浄 水 場 1,737 m3/日 1,267 m3 2,124 人

東 部 浄 水 場 727 m3/日 610 m3 1,968 人

西 部 浄 水 場 387 m3/日 271 m3 782 人

中 央 浄 水 場 1,938 m3/日 1,633 m3 4,170 人

西 部 浄 水 場 369 m3/日 255 m3 421 人

東 部 浄 水 場 286 m3/日 236 m3 752 人

大 沢 浄 水 場 394 m3/日 299 m3 505 人

大 森 浄 水 場 伏流水・地下水 2,187 m3/日 1,793 m3 4,628 人

前 田 浄 水 場 ダム水 203 m3/日 160 m3 367 人

十 文 字 浄 水 場 1,719 m3/日 1,441 m3 4,874 人

腕 越 浄 水 場 489 m3/日 422 m3 969 人

三 重 浄 水 場 629 m3/日 521 m3 1,350 人

睦 合 浄 水 場 422 m3/日 321 m3 1,215 人

南 地 区 1,287 m3/日 783 m3 2,150 人

北 地 区 643 m3/日 501 m3 268 人

三 又 地 区 57 m3/日 50 m3 161 人

黒 沢 地 区 48 m3/日 33 m3 154 人

上 平 野 沢 地 区 14 m3/日 12 m3 43 人

１日最大配水量 1日平均配水量 給水人口

横　手
（大雄地区
を含む）

人
ダム水
表流水

平  鹿 地下水

急速ろ過

塩素消毒十文字 地下水

塩素消毒

36,739

雄物川 地下水

大　森

山　内 湧水

増　田

塩素消毒

塩素消毒

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



３ 原水及び水道水の水質状況   

(1) 原水の状況  

   ダム水・河川の表流水においては、上流のダム等の水利権を取得したことにより水量も

安定しています。原水中には生活雑排水等の汚染源も含まれ、大腸菌や有機物等が検出さ

れておりますが、適切な浄水処理により安全な水道水として供給しています。 

また、伏流水・地下水・湧水については水源により鉄・マンガン等が検出されています

が、定期的に検査を実施し、水質の監視と対策に努めています。 

(2) 水道水の水質状況 

給水栓（蛇口）での水道水の水質状況については、法令に基づき市内各所で毎日検査な

どを行うことで、安全性を確認しています。  

各水源における原水の特徴及び水質管理上注意しなければならない項目は次の表のと

おりです。 

 

水 源 浄 水 原 水 

ダム水 

表流水 

・濁度 

・臭気 

・残留塩素濃度 

・降雨による濁度の上昇 

・藻類発生状況の監視 

・水質汚染事故 

伏流水 

・濁度 

・鉄・マンガン 

・残留塩素濃度 

・降雨による濁度の上昇 

・水質汚染事故 

地下水 
・鉄・マンガン 

・残留塩素濃度 

・地質成分（鉄・マンガン等） 

・地下水汚染 

湧 水 ・残留塩素濃度 ・水質汚染事故 

 

 

４ 検査地点  

(1) 給水栓（浄水）（令和7年度 水質検査場所） 

水質基準項目及び毎日検査項目については、配水系統ごとに末端地区の給水栓で検  

査を行います。 

(2) 浄水場（原水）  

浄水の安全確保に影響を及ぼす水質変動に迅速に対応するため、浄水場入口の水質検査

を行います。 

 

 

５ 水質検査項目及び検査頻度  

(1) 法令に基づく検査 

1)水質基準項目 (給水栓水) （令和7年度 水質検査頻度(別表１)） 



・検査項目：給水栓において、法令で定められている水質基準項目（51 項目）の水質検

査を行います。 

・検査頻度：法令等で定められている検査頻度に応じて、配水系統ごとに給水栓（蛇口）

より採取し検査します。 

2)毎日検査項目 

・検査項目：法令で定められている給水栓における色、濁り及び消毒の効果（残留塩素）

の検査を市民の方に委託して行います。 

・検査頻度：法令で定められている１日１回行います。 

 

(2) 独自に行う検査 

1)水質基準項目(原水) （令和7年度 水質検査頻度(別表２)） 

・検査項目：浄水場の維持管理上必要な項目及び水源の状況を把握するのに必要な項目に

ついて浄水場入口（原水）で採取し検査を行います。 

・検査頻度：浄水場及び水源の状況・過去の検査結果を考慮して検査を行います。 

2)水質管理目標設定項目(浄水・原水) (令和7年度 水質検査頻度(別表３、４、５)) 

・検査項目：水質管理目標設定項目は、将来にわたり水道水の安全性を確保していくため

に、「水質基準項目」に準じて、水道水の水質を管理していくうえで留意す

べき項目として目標値が設定されています。なお、本市では浄水処理工程で

二酸化塩素を使用していないことから、亜塩素酸および二酸化塩素は、検査

対象から除いています。また、水源上流域に汚染源となる事業所などがない

ことから、1,2-ジクロロエタン、トルエン、メチル-t-ブチルエーテル、1,1-

ジクロロエチレンも検査対象から除いています。なお、農薬については水源

における散布の可能性を考慮し、検査を行います。 

・検査頻度：大沢第二浄水場の浄水については年２回行い、大雄配水場、腕越浄水場、三

重浄水場においては浄水で年１回行います。また、有機フッ素化合物

（PFOS/PFOA）については、全浄水場の浄水で年１回検査します。 

大沢・大沢第二浄水場の原水については、年１回行います。また、農薬につ

いては大沢・大沢第二浄水場、平鹿東部浄水場及び大森浄水場の原水につい

て年1回の検査を行います 。 

  

3)秋田県水道水質管理計画(原水) 

・検査項目：水質監視地点である横手川（大沢・大沢第二浄水場水源）におけるアンモニ

ア態窒素・ＢＯＤ・ＵＶ吸光度・ＳＳ・ＴＨＭ生成能・クリプトスポリジウ 

ム・ジアルジア等の検査を行います(「令和7年度 水質検査頻度(別表６)」)。 

・検査頻度：年１回行います。 

4)その他(原水) 

・クリプトスポリジウム等については、その対策指針に基づき、原水水質及び浄水施設の

状況を踏まえて検査を行います(「令和7年度 水質検査頻度(別表７)」)。 



 

６ 水質検査の方法  

  毎日検査項目及び水質基準項目等の検査については、国が定めた検査方法（「水質 

基準に関する省令の規定に基づき厚生労働大臣が定める方法」等）により行います。 

 

７ 臨時の水質検査  

下記の状況により水道水で水質基準値を超えるおそれがある場合には、必要に応じて水源、

浄水場、給水栓等において臨時水質検査を行います。  

(1) 水源水質の著しい悪化や、水源に異常があった場合  

(2) 浄水処理の過程で異常があった場合  

(3) 水道施設が著しく汚染されたおそれがある場合 

(4) 水道施設や給水区域の周辺で消化器系感染症が流行した場合 

(5) その他特に必要があると認められる場合  

また、水質異常が発生した際には、臨時の水質検査を直ちに実施し、水質異常が終息し

て水道水の安全性が確認されるまで行います。 

 

８ 水質検査の公表  

  水質検査計画及び検査結果については、市のホームページに掲載します。そして、検査結

果やお客様からのご意見・ご要望を次年度以降の水質検査計画に反映させ、より安全でおい

しい水道水の供給に努めます。 

 

９ 水質検査の精度と信頼性の確保  

  毎日検査項目以外の検査項目については、厚生労働省が実施している「水道水水質検査

の精度管理に関する調査」の結果を参考に、水道法第２０条の規定により厚生労働大臣の

登録を受けた検査機関に委託し、測定値の精度と信頼性の確保に努めています。 

 

１０ 水質検査結果の評価と水質検査計画の見直し  

  水質検査結果は、水質基準値または目標値と比較し評価を行います。評価の結果を検討

し、翌年度の水質検査計画における検査項目や検査頻度に反映していきます。 

また、水質検査計画は水質検査結果とその評価、お客様からのご意見、水質基準の改

正等を反映させ見直しを行います。 

 

１１ 関係者との連携  

  水質汚染事故や水系感染症が発生したときは、各水源に応じて秋田県生活環境部、横手保 

健所、河川管理者、ダム管理者、周辺自治体等と連携して、迅速な対策を講じます。 


